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正の整数 nに対し nの正の約数すべての和を σ(n)とおく。ただし、1と nも nの約数と
する。以下の問いに答えよ。

(1) 素数 p、正の整数 aに対し、n = paとおく。σ(n)を pと aで表せ。

(2) 相異なる素数 p, q、正の整数 a, bに対し、n = pa, m = qbとおく。このとき、

σ(nm) = σ(n)σ(m)

が成立することを証明せよ。

(3) 正の整数 aについて 2a − 1が素数とする。このとき、n = 2a−1(2a − 1)とおくと、

σ(n) = 2n

が成立することを証明せよ。


